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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属板を折り曲げてなる縦フレームを筐体の四隅に備え、該筐体内部に電気機器を収納
する電気機器収納用箱であって、
　前記縦フレームには、前記電気機器と前記筐体の側板との間に形成される配線空間の空
気の流れを遮蔽する遮蔽部を、その長手方向に亘って形成するとともに、
　該遮蔽部には配線を挿通する配線孔を形成したことを特徴とする電気機器収納用箱。
【請求項２】
　前記遮蔽部の一端を筐体前後方向に折り曲げてなる延設部を形成するとともに、
　該延設部に、前記電気機器が取付けられるマウントアングルを固定したことを特徴とす
る請求項１記載の電気機器収納用箱。
【請求項３】
　前記縦フレームは、前記遮蔽部と平行に設けられた前板部と、該前板部と前記遮蔽部と
を接続する側面部とを備え、
　筐体左右に設けられた２本の縦フレーム間を接続する横フレームを取付けるための連結
部材を、前記側面部と前記前板部とに固定したことを特徴とする請求項２記載の電気機器
収納用箱。
【請求項４】
　前記側面部には、前記遮蔽部の他端を筐体外側方向に折り曲げてなる第１垂直片と、該
第１垂直片の端部を前記遮蔽部と平行に折り曲げてなる第１平行片とからなる第１段曲部
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を設けるものとし、
　さらに該第１垂直片または第１平行片に前記側板を固定するための固定部を形成したこ
とを特徴とする請求項３記載の電気機器収納用箱。
【請求項５】
　前記縦フレームのうち筐体前後に設けられた２本の縦フレーム間を接続する奥行フレー
ムを、前記縦フレームの上下端部にそれぞれ備えるものとし、
　これらの奥行フレームに、前記マウントアングルを固定する固定孔を設けたことを特徴
とする請求項２記載の電気機器収納用箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気機器収納用箱に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　サーバ等の発熱する電気機器を収納した電気機器収納用箱をデータセンタ等に設置する
場合、筐体の前面側から冷気を吸気して電気機器を冷却するとともに、電気機器から排出
された暖気を筐体の背面側より排気することで、電気機器の温度上昇を防止している。
【０００３】
　また、電気機器に配線を行うために、電気機器と筐体側面との間には配線空間が形成さ
れることが通常である。ここで、筐体の背面側から排気された暖気が筐体の前面側に回り
込み、再び吸気されてしまうことを防止するために、配線空間には遮蔽板が取付けられる
（特許文献１）。
【０００４】
　しかしながら、この遮蔽板は別部材として縦フレームに取付けなくてはならず、コスト
高となる問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－３０５７５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は前記した従来の問題点を解決し、遮蔽板を別部材として設けることなく
、低コストで筐体前面側への暖気の回り込みを防止することができる、電気機器収納用箱
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するためになされた本発明は、金属板を折り曲げてなる縦フレームを筐
体の四隅に備え、該筐体内部に電気機器を収納する電気機器収納用箱であって、前記縦フ
レームには、前記電気機器と前記筐体の側板との間に形成される配線空間の空気の流れを
遮蔽する遮蔽部を、その長手方向に亘って形成するとともに、該遮蔽部には配線を挿通す
る配線孔を形成したことを特徴とするものである。
【０００８】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の電気機器収納用箱において、前記遮蔽部の一端
を筐体前後方向に折り曲げてなる延設部を形成するとともに、該延設部に、前記電気機器
が取付けられるマウントアングルを固定したことを特徴とするものである。
【０００９】
　請求項３記載の発明は、請求項２記載の電気機器収納用箱において、前記縦フレームは
、前記遮蔽部と平行に設けられた前板部と、該前板部と前記遮蔽部とを接続する側面部と
を備え、筐体左右に設けられた２本の縦フレーム間を接続する横フレームを取付けるため
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の連結部材を、前記側面部と前記前板部とに固定したことを特徴とするものである。
【００１０】
　請求項４記載の発明は、請求項３記載の電気機器収納用箱において、該側面部には、前
記遮蔽部の他端を筐体外側方向に折り曲げてなる第１垂直片と、該第１垂直片の端部を前
記遮蔽部と平行に折り曲げてなる第１平行片とからなる第１段曲部を設けるものとし、さ
らに該第１垂直片または第１平行片に前記側板を固定するための固定部を形成したことを
特徴とするものである。
【００１１】
　請求項５記載の発明は、請求項２記載の電気機器収納用箱において、前記縦フレームの
うち筐体前後に設けられた２本の縦フレーム間を接続する奥行フレームを、前記縦フレー
ムの上下端部にそれぞれ備えるものとし、これらの奥行フレームに、前記マウントアング
ルを固定する固定孔を設けたことを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る電気機器収納用箱は、縦フレームの長手方向に亘り、電気機器と筐体の側
板との間に形成される配線空間の空気の流れを遮蔽する遮蔽部を形成するとともに、この
遮蔽部には配線を挿通する配線孔を形成した。これにより、従来のように遮蔽板を別部材
として設ける必要がなくなり、低コストで筐体前面側への暖気の回り込みを防止すること
ができるものとなる。
【００１３】
　請求項２に係る発明は、遮蔽部の一端を筐体前後方向に折り曲げてなる延設部を形成す
るとともに、この延設部にマウントアングルを固定したものである。これにより、マウン
トアングルを固定するための別部材が不要となる。
【００１４】
　請求項３に係る発明は、縦フレーム間を接続する横フレームを取付けるための連結部材
を、側面部と前板部とに固定したものである。これにより、筐体左右方向及び前後方向の
動きを抑制することが可能となる。
【００１５】
　請求項４に係る発明は、側面部には、遮蔽部の他端を筐体外側方向に折り曲げてなる第
１垂直片と、この第１垂直片の端部を遮蔽部と平行に折り曲げてなる第１平行片とからな
る第１段曲部を設けたものである。この第１垂直片または第１平行片に側板を固定するた
めの固定部を形成することで、側板を固定するための別部材が不要となるとともに、側板
を筐体外側方向へ突出することなく取付けできるものとなる。
【００１６】
　請求項５に係る発明は、奥行フレームに、前記マウントアングルを固定する固定孔を設
けることにより、マウントアングルを固定するための別部材が不要となると同時に、マウ
ントアングルと縦フレームと奥行フレームとが一体に固定されるため、接合強度が高まる
こととなる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】電気機器収納用箱と配線用キャビネットとを示す全体斜視図である。
【図２】図１の電気機器、側板等を省略した斜視図である。
【図３】図２に示す電気機器収納用箱の分解斜視図である。
【図４】電気機器の収納構造を示す図である。
【図５】図１の水平断面図及び空気の流れを示す図である。
【図６】縦フレーム、マウントアングル及び側板の水平断面図である。
【図７】（ａ）縦フレームを示す斜視図である。（ｂ）縦フレームを異なる角度からみた
斜視図である。
【図８】各フレームの連結構造を示す上面図である。
【図９】筐体上部における各フレームの連結構造を示す図である。
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【図１０】筐体下部における各フレームの連結構造を示す図である。
【図１１】各フレームの連結構造を示す拡大図である。
【図１２】横フレームを示す図である。
【図１３】奥行フレームを示す図である。
【図１４】マウントアングル支持台の取付けを示す図である。
【図１５】配線用キャビネットを示す全体斜視図である。
【図１６】図１５の拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下に本発明の好ましい実施形態を示す。
　なお、本明細書中における上下・左右・前後（前面、背面）方向とは図１に示す方向を
指し、詳しくは、上下方向は筐体の長手方向、左右方向は筐体の幅方向、前後（前面、背
面）方向は筐体の奥行方向である。
　図１のように、電気機器収納用箱１はその内部にサーバ機器等の発熱する電気機器３を
上下方向に複数並べて収納するものである。また、電気機器収納用箱１の背面側には、電
気機器３への配線をまとめて収納するための配線用キャビネット２が配置されている。な
お、配線用キャビネット２は電気機器収納用箱１の前面側もしくは背面側の少なくとも一
方に隣接配置されるものである。
【００１９】
　図２及び図３のように、電気機器収納用箱１は、筐体の四隅に設けられた縦フレーム４
と、筐体左右に設けられた２本の縦フレーム４、４間を接続する横フレーム５と、筐体前
後に設けられた２本の縦フレーム４、４間を接続する奥行フレーム６とを備えている。本
実施形態においては、縦フレーム４と横フレーム５とを後述する連結部材３５を介してね
じ固定または溶接することで枠体を形成し、この枠体に奥行きフレーム６を溶接すること
により電気機器収納用箱１を構成している。また、図２に示す筐体の開口部７には、図１
のようにそれぞれ天井板８、側板９が取付けられている。なお、筐体の前面側には扉板を
設けても差し支えない。
【００２０】
　図４のように、電気機器３は筐体の前面側より収納されるものであり、また図５に矢印
で示すように、筐体の前面側から冷気を吸気して電気機器３を冷却するとともに、電気機
器３から排出された暖気を筐体の背面側より排気することで、電気機器３自体の温度上昇
を防止可能としている。なお、電気機器３の配線接続部はその背面側に設けられているが
、ネットワーク機器（ＬＡＮ機器、通信機器等）が筐体前面側に設けられていることから
、電気機器３とネットワーク機器とを接続するためには、配線を筐体の前後に渡す必要が
ある。そのため、電気機器３と筐体の側板９との間に形成される配線空間１０により、筐
体の前後に通線可能としている。
【００２１】
　図６及び図７に示すように、縦フレーム４は１枚の金属板を複数回折り曲げてなるもの
である。そして、この縦フレーム４の長手方向に亘って、図５に示す電気機器３と筐体の
側板９との間に形成される配線空間１０の空気の流れを遮蔽する遮蔽部１１が形成されて
いる。また、図７のように、遮蔽部１１には配線を挿通する配線孔１２を複数形成した。
このように、１枚の金属板を折り曲げることにより遮蔽部１１を形成するものとすれば、
従来のように遮蔽板を別部材として設ける必要がなくなり、低コストで筐体前面側への暖
気の回り込みを防止することができるものとなる。なお、配線孔１２は縦フレーム４の長
手方向に沿って、等間隔で複数形成される。さらに、この配線孔１２には挿通されたケー
ブルと配線孔１２内周面との間の隙間を埋めるために、樹脂シートやブラシ等により構成
される遮蔽部材５０を設けることが好ましい。
【００２２】
　図６のように、縦フレーム４は、遮蔽部１１の内側の開放端部を筐体外側方向に折り曲
げ、好ましくは垂直に折り曲げてなる延設部１３を備えるものとした。延設部１３は、図
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７のように縦フレーム４の長手方向に沿って形成されるものであり、この延設部１３には
、電気機器３が取付けられるマウントアングル１４が図６のように固定される。また、マ
ウントアングル１４を固定するための固定孔１５は、図７に示すように延設部１３の上下
端部をさらに延長した固定片１６に形成されており、図８のように固定ねじ１７によって
縦フレーム４とマウントアングル１４とが固定されることとなる。なお、固定ねじ１７は
図９及び図１０中に矢印で示すように挿通され、固定孔１５にねじ止めされる。これによ
り、縦フレーム４にマウントアングル１４を直接固定するものとなるため、マウントアン
グル１４を固定するための別部材が不要となると同時に縦フレーム４とマウントアングル
１４の接合強度が高まるものである。
【００２３】
　図６のように、縦フレーム４は、筐体左右方向に延び遮蔽部１１と平行に設けられた前
板部１８と、筐体前後方向に延び、前板部１８と遮蔽部１１とを接続する側面部１９とを
備えている。さらに、この側面部１９には、遮蔽部１１の外側の端部を筐体外側方向に折
り曲げ、好ましくは垂直に折り曲げてなる第１垂直片２０と、この第１垂直片２０の端部
を遮蔽部１１と平行に折り曲げてなる第１平行片２１とからなる第１段曲部２２を設けた
。また、図８のように、第１垂直片２０に、固定ねじ２３により側板９が固定される。こ
れにより、側板９を取付けるための別部材が不要となるとともに、側板９を筐体外側方向
へ突出することなく取付けできるものとした。なお、第１平行片２１に側板９が固定され
る構造としても良い。
【００２４】
　図６のように、前板部１８には、その開放端部を筐体内側方向に折り曲げ、好ましくは
垂直に折り曲げてなる第２垂直片２４と、この第２垂直片２４の端部を遮蔽部１１と平行
に折り曲げてなる第２平行片２５とからなる第２折曲部２６を設けるものとした。また扉
板を設ける際には、第２垂直片２４に、蝶番取付部を形成したり、第２平行片２５にハン
ドルの係止片が係止される係止片取付部を形成する。これら蝶番取付部または係止片取付
部は、例えば図７（ｂ）に示す５１部分等に設けることができる。
【００２５】
　図６のように、マウントアングル１４は、１枚の金属板を複数回折り曲げてなるもので
ある。より詳しくは、電気機器３を取付けるための取付部２７と、取付部２７の端部を筐
体内側方向に折り曲げ、好ましくは垂直に折り曲げてなる縦フレーム接続部２８と、縦フ
レーム接続部２８から略コ字状に折り曲げてなる補強部２９と、補強部２９の開放端部を
さらに縦フレーム接続部２８と平行に折り曲げてなる奥行フレーム接続部３０とから構成
される。奥行フレーム接続部３０は、図９及び図１０のように、縦フレーム４の上下端部
にそれぞれ設けられた奥行フレーム６を固定するためのものである。縦フレーム接続部２
８には、縦フレーム４への固定のために、ねじ１７を挿通する取付孔２８ａが形成されて
いる。また、奥行フレーム接続部３０には取付孔３１が形成されており、図９及び図１０
中に矢印で示すように固定ねじ３２が取付孔３１を介して後述する奥行きフレーム６の固
定孔３３にねじ止めされることにより、マウントアングル１４が奥行フレーム６に固定さ
れる。したがって、マウントアングル４を固定するための別部材が不要となると同時に、
マウントアングル１４と縦フレーム４と奥行フレーム６とが一体に固定されるため、強度
が高まることとなる。なお、取付部２７には、電気機器３を取付けるための機器取付孔５
２を形成した。
【００２６】
　なお、図９及び図１０のように、縦フレーム４とマウントアングル１４との固定、また
はマウントアングル１４と奥行フレーム６との固定に際し、筐体前後方向に位置調節可能
とするために、縦フレーム４の固定片１６には前述した固定孔１５を複数形成し、また奥
行フレーム６には固定孔３３を複数形成するものとした。また補強部２９には、配線をま
とめる配線処理部材や、マウントアングル１４に取付けることができない据置き型の電気
機器等を搭載するための台板等を取付ける取付孔３４が、複数形成されている。
【００２７】
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　図１１のように、筐体左右に設けられた縦フレーム４、４間を接続する横フレーム５は
、連結部材３５を介して固定される。この連結部材３５は、縦断面が略Ｌ字形状であり、
底部３５ｂと、これに対して垂直な立上部３５ａと、それらの側面に形成された折曲辺４
０とを備えた折曲部材からなる。この連結部材３５は、縦フレーム４の側面部１９の内面
と立上部３５ａとを、さらに横フレーム５の底部３６の内面と底部３５ｂとを溶接等する
ことにより接続するものである。そして、図８や図１１に示すように、連結部材３５に設
けられた立上部３５ａ側の垂直片４０、４０を、それぞれ縦フレーム４の第１平行片２１
と前板部１８に形成した第２平行片２５とに溶接等で固定するものとし、底部３５ｂ側の
折曲辺４０、４０を、それぞれ横フレーム５の折曲部３７と段曲げ部３９とに溶接等で固
定する。これにより、縦フレーム４と横フレーム５の接合強度をさらに高めることが可能
となる。また、前述のように連結部材３５が縦フレーム４の側面部１９の内面と、前板部
１８、より詳しくは前板部１８に形成した第２平行片２５とに溶接して固定されることで
、縦フレーム４が異なる方向の接合面を持つこととなり、筐体左右方向及び前後方向の動
きを抑制することが可能となる。
【００２８】
　図１２のように、横フレーム５は、１枚の金属板を複数回折り曲げてなる略凹形状のも
のである。横フレーム５は、一方の腕部に扉板のロッド棒を挿通する係止孔３７ａ等が形
成された折曲部３７を備え、他方の腕部にマウントアングル１４の上下端部が当接する支
持部３８及びマウントアングル１４の補強部２９の下端を支持するマウントアングル支持
台４５を取り付けるための段曲部３９を備える。
【００２９】
　図１３に示す奥行フレーム６は、縦フレーム４や横フレーム５と同様、１枚の金属板を
複数回折り曲げてなり、縦フレーム４に溶接等によって固定されるものである。奥行フレ
ーム６は、前述した固定孔３３が形成されたマウントアングル取付部４１と、マウントア
ングル取付部４１を筐体外側方向に折り曲げ、好ましくは垂直に折り曲げてなり、側板９
等を保持する折曲部４２と、折曲部４２を筐体下方に折り曲げ、好ましくは垂直に折り曲
げてなる支持台収納部４３と、支持台収納部４３の端部をクランク状に折り曲げてなる支
持台取付部４４とからなる。ここで、図１０や図１４のように、マウントアングル１４を
支えるためのハット状に形成したマウントアングル支持台４５は、一方の腕部４５ａが奥
行きフレーム６の支持台取付部４４に固定ねじ４８で固定されるとともに支持台収納部４
３に収納され、他方の腕部４５ｂが横フレーム５の段曲部３９に固定ねじ４８にて固定さ
れるとともに、段曲部３９の下方に収納される。このように、マウントアングル１４はマ
ウントアングル支持台４５や奥行フレーム６により支持されるものとすることで、電気機
器収納用箱１に耐荷重を持たせることができる。なお、筐体上部に設けられる奥行フレー
ム６については、支持台取付部４４を形成しないものとしても良い。
【００３０】
　図１５及び図１６のように、配線用キャビネット２の側面には、電気機器３へ給電を行
う図示しないコンセントバーや、配線をまとめる配線処理部材を備えたクランク状の配線
レール４６が設けられる。また、この配線レール４６を筐体前後方向に取り付け位置を変
更可能とするために、筐体上下には複数の取付孔４７ａを設けた取付レール４７が設けら
れる。なお、取付レール４７は、何れも配線用キャビネット２の開口部４９よりも外側位
置に設けるものとした。これにより、配線用キャビネット２が電気機器収納用箱１に固定
された状態における、電気機器３の収納・取り出し作業が簡単なものとなる。また、電気
機器収納用箱１の背面から暖気が排気される際に、配線によって排熱効率が低下する現象
を回避することができるものとなる。
【符号の説明】
【００３１】
１　電気機器収納用箱
２　配線用キャビネット
３　電気機器
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４　縦フレーム
５　横フレーム
６　奥行フレーム
７　開口部
８　天井板
９　側板
１０　配線空間
１１　遮蔽部
１２　配線孔
１３　延設部
１４　マウントアングル
１５　固定孔
１６　固定片
１７　固定ねじ
１８　前板部
１９　側面部
２０　第１垂直片
２１　第１平行片
２２　第１段曲部
２３　固定ねじ
２４　第２垂直片
２５　第２平行片
２６　第２段曲部
２７　取付部
２８　縦フレーム接続部
２８ａ　取付孔
２９　補強部
３０　奥行フレーム接続部
３１　取付孔
３２　固定ねじ
３３　固定孔
３４　取付孔
３５　連結部材
３５ａ　立上部
３５ｂ　底部
３６　底部
３７　折曲部
３７ａ　係止孔
３８　支持部
３９　段曲部
４０　垂直片
４１　マウントアングル取付部
４２　折曲部
４３　支持台収納部
４４　支持台取付部
４５　マウントアングル支持台
４５ａ、４５ｂ　腕部
４６　配線レール
４７　取付レール
４７ａ　取付孔
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４８　固定ねじ
４９　開口部
５０　遮蔽部材
５１　蝶番取付部／係止片取付部
５２　機器取付孔

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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